
開かれた里山シンポジウム 〜ひとを惹きつける里山をつくるための5つのヒント〜

NPO法人やまぼうし自然学校（上田市）



活動組織
活動理念
「森とつながり、森とともに生きることのできる人を育てる」

1994年6月 任意団体として設立
2000年3月 NPO法人 環境系第1号認証
2001年～ 菅平高原に事務所開設

現在
菅平在席職員6名 首都圏支部職員1名
インタープリター会員80名（長野・首都圏）



（1）やまんばの森づくりプロジェクト



（1）やまんばの森づくりプロジェクト



（2）玄蕃山プロジェクト 上田市長島自治会
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（2）玄蕃山プロジェクト 上田市長島自治会



（３）森でモリモリ遊び隊 11月森林整備＆里山トレイル
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（３）森でモリモリ遊び隊 11月森林整備＆里山トレイル



取組の成果
①自然体験学習により、森林や環境に興味を持つ人材を育成することができ
た。

小学生対象の「森でモリモリ遊び隊」と称する年１０回のイベントには毎年
６０名の参加があり、森林・環境教育に寄与しています。（実績：延べ1,000

人以上が受講）

また、成人向けには、インタープリター、森林インストラクター他の指導者
養成講座を行っています。

②地域と密接に関わり、地域の要望に応えながら里山づくりを進めることが
できた。

イベントや講座を通じて参加者や住民を巻き込みなら、近隣の里山整備を行
うことができました。（例：上田女子短期大学・附属幼稚園「ヤマンバの
森」、上田市立神科小学校・神科長島自治会「玄蕃山学校林」「玄蕃山夢プ
ロジェクト」、真田地域「山崎の森」、菅平高原財産区有林・旅館組合「自
然体験の森」）



「開かれた里山」を進めるためのポイント�

・地域住⺠の意⾒、思い、要望を汲み取ることが大事
・まずは、地域住⺠に活動の楽しさを知ってもらうこと
次に他地域へ広げていくイメージ

・活動の継続性を高めるため子ども、若者への参加を促す
・土日祝開催など参加しやすい環境を整える
・行政担当者への相談や協力を日頃から行い、里山の活動に
必要な情報や資金について把握しておく



課題、今後の展望
①保護者や大人への波及効果が薄い

自然体験学習は、子どもを中心に行なっている場合が多いので、保護者
や大人が森林や自然に興味を持つ機会が少ない状況です。対策として、
親子参加型イベントや大人向けの参加企画を増やしていくことも必要と
思われます。公民館や育成会と連携も重要。

②組織の維持

今後組織を維持していくためには、安定した収入源の確保が必要です。
例えば、公共施設（公園管理施設、青少年の家など）の指定管理業務な
ど新たな安定収入源の取組が必要です。

また、コロナ禍の影響で職員が減り、新たなイベントの企画・運営が難
しくなってきていることから、職員の補充やそれに伴う財源の確保が大
きな課題となっています。


